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七
月
二
二
日
か
ら
二
五
日
ま
で
、
玉
川

大
学
で
二
二
回
目
の
日
米
教
員
養
成
協
議

会
（Japan-U

.S
. Teacher E

ducation 

C
onsortium

、
通
称
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
は
、
一
九
八
七
年
に
日

米
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
大
学
の
学
部
長
た
ち
に

よ
っ
て
、
教
員
養
成
や
教
師
教
育
に
お
け

る
研
究
や
共
同
研
究
を
促
進
し
て
い
く
た

め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
当
初
は
、
学
部
長
た
ち
が
中
心
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
た
協
議
会
で
し
た
が
、

現
在
は
、
教
員
養
成
・
教
師
教
育
に
関
わ

る
研
究
者
・
教
育
関
係
者
に
広
く
開
か
れ

た
協
議
会
と
し
て
成
長
し
、
毎
年
、
日
米

交
互
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
に
は
、
①
研
究
者
間
の

友
好
的
な
信
頼
関
係
を
築
い
た
う
え
で
、

日
米
の
教
員
養
成
コ
ー
ス
を
持
つ
大
学
が
、

研
究
の
成
果
を
内
外
に
発
信
し
て
い
く
場

を
提
供
す
る　

②
研
究
発
表
・
教
育
視
察
・

情
報
交
換
な
ど
を
通
し
て
、
日
米
各
国
の
、

あ
る
い
は
日
米
共
同
の
教
育
研
究
・
実
践

を
促
し
、
研
究
者
や
教
員
の
養
成
に
寄
与

す
る　

③
個
人
に
よ
る
リ
サ
ー
チ
・
研
究

や
日
米
共
同
研
究
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、

学
生
、
教
員
お
よ
び
教
育
行
政
関
係
者
な

ど
、
教
育
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
々
に
発

表
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
た
交
流

の
機
会
を
提
供
す
る　

④
日
米
の
す
ぐ
れ

た
実
践
例
を
内
外
に
発
信
し
て
い
く
場
を

提
供
す
る
、
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

設
立
当
初
か
ら
こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
、
日
米
の
参

加
大
学
か
ら
は
本
学
に
対
す
る
高
い
期
待

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
小
原
芳
明

学
長
の
理
解
と
支
援
の
も
と
、
二
〇
〇
九

年
一
二
月
よ
り
、
本
学
が
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

の
正
式
な
基
幹
大
学
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
、
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
が
日

米
の
教
育
に
成
果
を
還
元
し
て
き
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
、
文
部

科
学
省
、
日
本
教
育
行
政
学
会
、
日
本
教

育
経
営
学
会
、
日
本
教
育
実
践
学
会
、
日

本
感
性
教
育
学
会
か
ら
の
後
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

と
く
に
、
二
五
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ

い
て
は
、
教
育
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
現

職
教
員
に
と
っ
て
も
意
義
が
あ
る
と
開
催

前
か
ら
高
く
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
東
京
都
教
育
委
員
会
、
神
奈

川
県
教
育
委
員
会
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会

を
は
じ
め
、五
つ
の
教
育
委
員
会
（
稲
城
市
、

川
崎
市
、
町
田
市
、
相
模
原
市
、
横
浜
市
）

か
ら
後
援
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 2010

は
、 

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
本
学
に
と
っ

て
も
特
別
な
協
議
会
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 2010

は
、
左
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

究
発
表
で
は
、
二
四
の
研
究
発
表
が
六
つ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
か
ら
は
、
五
つ
の
発
表
が
あ
り
、
多

く
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
教
育
委
員
会
、
学

校
管
理
職
、
教
員
、
研
究
者
、
学
生
な
ど
、

多
く
の
教
育
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

中
に
は
、
京
都
や
大
分
か
ら
参
加
さ
れ
た

教
員
や
研
究
者
も
い
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
多
様
な
ニ

ー
ズ
を
持
っ
た
子
ど
も
達
の
た
め
の
支
援

教
育
」。
は
じ
め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
著
名

な
教
師
教
育
研
究
者
で
あ
る
ボ
ス
ト
ン
・

カ
レ
ッ
ジ
の
マ
リ
リ
ン
・
コ
ク
ラ
ン
ス
ミ

ス
教
授
を
お
迎
え
し
、
基
調
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と

も
な
い
、
欧
米
を
は
じ
め
多
く
の
国
々
で

人
口
の
流
動
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
人
種

や
文
化
・
言
語
が
多
様
化
す
る
中
で
、
児

童
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
、
教
師
や
学
校
は
ど

う
応
え
て
い
け
ば
い
い
の
か
。
コ
ク
ラ
ン

ス
ミ
ス
教
授
は
、「
文
化
の
多
様
性
を
資

産
と
し
て
見
て
い
く
」
重
要
性
に
つ
い
て
、

ア
メ
リ
カ
の
教
育
現
場
で
の
具
体
的
な
実

践
例
な
ど
を
盛
り
込
み
な
が
ら
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
多
様
な
子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
に
は
、
教
員
養
成
大
学
の
コ

ー
ス
ワ
ー
ク
や
教
員
採
用
に
お
い
て
も
、

多
様
性
を
資
産
と
す
る
視
点
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
そ
の
視
点
を
ベ
ー
ス
に
し
た
研

究
や
実
践
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
鳴
門
教
育
大
学
の
小
野
由
美
子

教
授
が
、
教
員
養
成
学
部
の
学
生
に
対
す

る
外
国
人
児
童
生
徒
に
関
す
る
意
識
・
態

度
の
調
査
結
果
や
、
外
国
人
児
童
生
徒
を

担
当
し
た
こ
と
の
あ
る
現
職
教
員
の
意

識
・
態
度
に
関
す
る
調
査
結
果
を
紹
介
。

日
本
に
お
け
る
多
様
性
・
多
文
化
を
前
提

に
し
た
教
員
養
成
の
必
要
性
に
つ
い
て
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
玉
川
大
学
教
職
大
学
院
の
阿

久
澤
栄
准
教
授
か
ら
、
軽
度
の
発
達
障
害

を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
現
状
と
求
め
ら

れ
る
支
援
教
育
、
教
員
養
成
の
課
題
に
つ

い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
、
フ
ロ
ア
か
ら
は
講
演
者
に
対
し

て
約
七
〇
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
参
加
者
の

反
応
が
高
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
言
語
に
配
慮
し
た

同
時
通
訳
や
資
料
に
つ
い
て
、
ま
た
託
児

サ
ー
ビ
ス
を
設
け
て
子
育
て
中
の
教
員
や

研
究
者
に
配
慮
し
た
点
な
ど
に
つ
い
て
高

い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
教

育
関
係
者
に
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
取
り
組
み

を
還
元
で
き
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
っ
た
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
取
り
上
げ
ら
れ

な
か
っ
た
質
問
に
つ
い
て
は
、
講
演
者
・

パ
ネ
リ
ス
ト
た
ち
に
回
答
を
お
願
い
し
ま

し
た
の
で
、
九
月
中
旬
以
降
に
、
下
記
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
回
答
を
公
開
予
定
で
す
。

　

本
学
が
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
基
幹
大
学
と

し
て
動
き
始
め
て
か
ら
今
回
の
開
催
ま
で
、

学
術
研
究
所
を
は
じ
め
、
学
内
の
多
く
の

部
処
や
教
職
員
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
無

事
協
議
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

JUSTEC 2010開催
大谷千恵 ●教育学部助教、JUSTEC事務局長

JUSTEC 2010フォーラム
基調講演。ボストン・カ
レッジのマリリン・コク
ランスミス教授は、言語・
文化などが多様化するア
メリカの教育現場と教員
養成の実践例を語った

JUSTECのメンバーが玉川学園幼稚部・低学年を訪問。
ほかにも、町田市の学習塾や保育所などを視察した

JUSTEC 2010プログラム

7月22日
JUSTECメンバーによる教育視察（希望者のみ）
午前：幼稚部・低学年視察　午後：予備校・学習塾視察

7月23日

研究発表
　セッション１：�Japan and U.S. Approaches to 

Teaching and Teacher Education

　セッション２：�Culture and Other Issues of Diversity

　セッション３：�English Language Instruction in 

Higher Education

夕食会
　玉川大学芸術学部の和太鼓と舞踊の鑑賞

7月24日

研究発表
　セッション４：�K-12 English Language Education

　セッション５：�Teacher Assessment and Technology

　セッション６：�Responses to Teaching Challenges

レセプション

7月25日

午前：報告会

JUSTEC 2010フォーラム

「多様なニーズを持った子ども達のための支援教育」

▪開会挨拶
　玉川大学学長 小原芳明

▪基調講演
　�「多様性の課題に応える教員養成」
　ボストン・カレッジ教授 マリリン・コクランスミス

▪パネリストによる講演1
　�「多文化・多言語化する学校現場と教員養成の課題」
　鳴門教育大学教授 小野由美子

▪パネリストによる講演2
　�「軽度の発達障害のある子どもたちへの
　支援教育と教員養成の課題」
　玉川大学教職大学院准教授 阿久澤 栄

▪質疑応答
　［コーディネーター］
　玉川大学教職大学院教授 小松郁夫


